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ソーシャルマーケティングとは？

個別の企業や消費者のためにではなく、広く社会の
利益を拡大するという立場に立って社会問題を解決
するために行われるマーケティング活動のことであ
る。



ソーシャルマーケティングの歴史

1980年代 公衆衛生活動の焦点が個人や小集団に対する健康教育に向
けられていた

①介入できる人数に制限があること

②いつも同じような人ばかりが参加すること

③投下できる社会資源に限りがある状況下では非効率的であること



地域全体の健康を改善するためには、個人や小集団に向けられた焦
点を、地域あるいは社会全体にむける必要性が認識され始めたものの、
効果的かつ効率的に人々の意識や行動を変えるために、どのような考
え方や手法に基づくべきか、ほとんど知られていなかった。

ビジネスの世界で用いられてきた「マーケティング」という考え方や手法
を応用することの有用性が、1970年代に行われたStanford Three-
Community StudyやThe National High Blood Pressure Education Program
といった大規模地域介入研究の知見から、公衆衛生関係者の間で認
識されるようになりました。



ピンクリボンキャンペーン

がん検診認知度アップ



意識(有用性)があがってもがん検診の受診
率は上がらない



米国疾病管理センターによれば、個別受診勧
奨・再勧奨（コール・リコール）は各がん検診に
おいて効果が確認されている

出典：CDC community guide 
http://www.thecommunityguide.org/cancer/screening/client-
oriented/index.html



しかし、日本の市区町村の多くですでに受診勧
奨は行われているにもかかわらず、受診率はあ
まり上がらない。なぜ？

個別勧奨の手法 実施している市区町村の割合

個別通知(郵送) ４８パーセント

個別通知(電話) ４パーセント

世帯主あてに通知(郵送) ２５パーセント

個別訪問(自治体職員) ５パーセント

個別訪問(ボランティア等) １２パーセント

上記のうち何らかを実施 ５７パーセント

「平成２５年度市区町村におけるがん検診の実施状況調査」
厚生労働省



がん検診を受けていない理由



このチラシ（現状の勧奨資材）を見ても受け
ない人が多く存在する



マーケティング調査をもとに改善したメッ
セージ



ポイント

・人は、自分の興味のある限られた情報
しか目に入らない

・情報を整理してあげる必要



誰をターゲットとするかで、メッセージが変わ
る！
①無関心者 “知らないから、受けない”

「私大きな病気になったこともないし、健康だから、乳がんにはかから
ない。だから検診には行く必要ない。」（がんに無関心な層）

②関心者 “知ってるけど、受けない”

「乳がんは怖いけれど、マンモも不安だし、検診に行ってがんが見つ
かってしまうのはもっと怖い。」（がんは怖いが検診は不安な層）

③意図者 “いつか受けようと思ってる”

「乳がんも怖いし、検診には行かなければいけない。どうやって受ける
のか調べなきゃ。」（すでに受けようと思っている層）



①無関心者

「私大きな病気になったこともないし、健康だから、乳がんにはかから
ない。だから検診には行く必要ない。」（がんに無関心な層）

がん罹患の重大性

東京都における医療保健政策区市町村包括補助事業「がん
検診受診率向上事業」にて実施・出典東京都「受けよう！が
ん検診」HP



②関心者

「乳がんは怖いけれど、マンモも不安だし、検診に行ってがんが見つかってしまう
のはもっと怖い。」（がんは怖いが検診は不安な層）

早く見つけてしまえば乳がんは治る！

東京都における医療保健政策区市町村包括補助事業「がん
検診受診率向上事業」にて実施・出典東京都「受けよう！が
ん検診」HP



③意図者

「乳がんも怖いし、検診には行かなければいけない。ど
うやって受けるのか調べなきゃ。」（すでに受けようと思ってい
る層）

わかりやすいがん検診受診の方法

東京都における医療保健政策区市町村包括
補助事業「がん検診受診率向上事業」にて実
施・出典東京都「受けよう！がん検診」HP



ターゲット(誰に）が違えば、そのニーズも違う！

ニーズが違えば、伝えたいメッセージ(何を）や伝
え方（どうやって）も、おのずと異なってくる。
コール・リコール実施の際にターゲットニーズに
合わせたメッセージを効果的に伝えることで、よ
り高い効果が!! 



大切なご紹介！

公衆衛生看護学では、Facebookを解説しています！
外部講師を招致しての特別講義は公開授業となっています。
ぜひ、お時間がありましたら、覗いてみて下さい！
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